
6.3 文献調査  
バイオナノファイバーおよびナノウィスカーの製造およびそれを用いた複合材料につい

ては、これまでに約 80 の論文が発表されているが、そのうち６割弱が 2004 年以降の論文

であり、急激にＢＮＦに関する研究が活発になっている（図１）。それらの論文の内容を精

査したところ、以下のことが明らかになった。  
欧州ではセルロースナノウィスカー(ＢＮＦをさらに切断した針状結晶物質）によるナノ

コンポジット研究が盛んである。1995 年頃からフランス、CERMAV の研究者グループが、

セルロースナノウィスカーとラテックスの複合（ウィスカー量：3-10wt％）を行い、これ

までに 50 近い論文発表がなされている。多くは、柔らかなマトリックスを剛直なナノウィ

スカーのネットワークで補強するという考えに基づくもので、パーコレーション理論の適

用可能な複合材料である。用途としては塗膜や生分解性フィルム、あるいはリチウムバッ

テリー固体電解質の補強がある。ウィスカー原料として、チュニシン（ホヤの外皮）や麦

ワラ、砂糖ダイコンパルプ、ポテトパルプといった農産廃棄物、ウチワサボテン（Opuntia 
ficus）やサイザル麻の繊維などが使われている。  

2000 年に入ってからは、Oksman 教授（ノルウェーからスウェーデンに移った）が、ガ

スバリア性に優れた廃棄容易な容器の開発を目指して、ポリ乳酸とナノウィスカーとの複

合について開発研究を進めている。それ以外にも、近年、スイス、ポルトガル、オースト

リア、ドイツといった国々からも研究発表が相次いでいる。  
一方、研究グループの数においては北米の急増が目覚ましく、論文も 2004 年頃から増え

ている。北米における BNF 研究の多くは、植物繊維や木材粉末をポリプロピレンなどの熱

可塑性樹脂と溶融混練する複合材料研究の発展として行われており、極性材料であるセル

ロースと非極性の樹脂との界面制御技術には多くの蓄積がある。自動車産業との関係が深

いトロント大学の Sain 教授は、植物繊維補強材料の延長としてセルロースナノコンポジッ

トの開発研究を精力的に進めている。また、ニューヨーク・シラキュース大学の Winter 博
士は表面を化学修飾したセルロースナノウィスカーを用いたナノコンポジットの開発を進

めている。それ以外にも、近年は多くの北米の研究者あるいはアルゼンチンの研究者がセ

ルロースナノウィスカーの研究に関する論文を発表するようになっている。  
この様な欧米諸国の論文発表状況に対して我が国も負けていない。例えば、調査員の矢

野らは、世界に先駆け高強度ナノコンポジットや透明繊維強化材料を開発している。また、

斉藤らは TEMPO 酸化により均一ナノファイバーの製造に成功している。  
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図１ バイオナノファイバーおよびナノウィスカーの製造とその利用に関係する論文発表の推移。

● 、★などのシンボル１つが論文一報に対応。●：フランス、グルノーブルグループのナノウ

ィスカー関連論文、●：同ナノファイバー関連論文、▲：グルノーブルグループ、日本以外の

ナノウィスカー関連論文、◆：グルノーブルグループ、日本以外のナノファイバー関連論文、

★：日本のナノファイバー関連論文 
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6.3.1 ヨーロッパの研究状況  
ヨーロッパではセルロースナノウィスカー(ＢＮＦを強酸で切断した針状結晶物質）によ

るナノコンポジット研究が盛んである 1-3)。この背景には、豊田中央研究所が世界に先駆け

て開発したナノクレーコンポジットの影響があるように思われる。すなわち、研究の発想

がナノクレーコンポジットに近い。  
セルロース系ナノコンポジットの基礎研究についてはフランスが世界のトップにある。フ

ランス、グルノーブルにある研究者グループ(CERMAV、他) は、1995 年頃に、セルロース

ナノウィスカーとラテックスの複合（ウィスカー量：3-10wt％）研究を行い、これまでに

50 近い論文を発表している 4-52)。多くは、柔らか

なマトリックスを剛直なナノウィスカーのネット

ワークで補強するという考えに基づくもので、パ

ーコレーション理論の適用可能な複合材料である

（図１）。用途としては塗膜や生分解性フィルム、

あるいはリチウムバッテリー固体電解質の補強が

ある。ウィスカー原料として、チュニシン（ホヤ

の外皮）や麦ワラ、砂糖ダイコンパルプ、ポテト

パルプといった農産廃棄物、ウチワサボテン

（Opuntia ficus）やサイザル麻の繊維などが検討さ

れている。  
最近注目される CERMAV グループの研究成果

に、セルロースナノウィスカーによる iPP(アイソ

タクティックポリプロピレン)の補強がある。ポリ

プロピレンは多くの自動車部材に用いられている

代表的な熱可塑性樹脂であり、ナノコンポジット

によるその性能向上は産業界が特に注目している

ところである。論文では、界面活性剤 (BNA, 
polyoxyethylene-9-nonylphenyl ether)でコーティン

グしたウィスカーやマレイン酸変性 PP をグラフ

トしたウィスカーを用いると、ウィスカーが iPP

中で良分散し、強度が向上することが明

らかにされている（図２）。ポリマー中で

の均一分散を可能にする添加剤やセルロ

ース表面修飾がナノコンポジット開発の

鍵 で あ る こ と が わ か る 。 こ れ ま で 、

CERMAV グループの研究者は、ナノウィ

スカーを分散させやすい水系のポリマー

やエマルジョンを用いてきたが、ここに

来てより実用的な観点からナノコンポジ

ット研究に着手したことは、知財競争に

おいて、世界のセルロースナノコンポジ

図１ セルロースナノウィスカー（上）

で補強したラテックスの粘弾

性特性（下） 

MAPP grafted Whiskers 

界面活性剤 coated Whiskers 

凝集 Whiskers 

図２ セルロースナノウィスカー補強 iPP

の強度特性。 
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ット研究が、今後激化することを示唆するもので

ある。  
一方、研究体制では北欧がリードしている。「森

林資源利用でのナノテクノロジー」として製紙産

業が主導してすでに複数のプロジェクトが立ち上

がっており（スウェーデン）、その代表的なプロジ

ェクトが、スウェーデンとフィンランドが共同で

行っているプログラム（Wood Material Science 
Research Program、５年間、３０億円）において、

STFI-PACKFORSK（スウェーデン紙パルプ研究

所）  の Lindstrom 教授がリーダーとなっている 

“Nanostructured cellulose produscts”プロジェクト

である 53)。本プロジェクトは、６つのサブプロジ

ェクト、すなわち、１）ナノ化装置、２）表面修

飾と構造評価、３）機能化繊維コーティング、４）

高性能ナノコンポジット、５）機能性材料、６）

超撥水性セルロース材料から構成され（図３）、

2004 年に開始している。主たる目標は、１）構造

（アスペクト比、分子量、形態、表面化学特性）

の明らかなミクロフィブリル化セルロース

（MFC）を、木材から少ないエネルギー投入で

製造する（図４）、２）用途に応じた MFC 表面

の化学修飾、３）MFC を用いた新素材開発、で

ある。プログラムのホームページ上で明らかに

されている成果からは、フィルム・シート用途

が主体であるように思われる。本プロジェクト

は 2006 年に終了するが、得られた成果を発展さ

せるべく、すでに 2005 年にはより大きなプロジ

ェクトの立ち上げに向けたロードマップが

STFI-PACKFORSK の主導で作成されている。

スウェーデンは、製紙産業が国の基幹産業で

あることから、セルロース科学は我が国と並

んで世界のトップを走っており、今後も STFI
ならびに KTH の研究者グループの動向から

は目を離せられない。  
上記のグループとは独立した研究者として、

スウェーデン、Lulea 工科大学の Oksman 教授

（最近ノルウェーからスウェーデンに移っ

た）がいる。2000 年に入ってから、ガスバリ

ア性に優れた廃棄容易な容器の開発を目指し

て、ポリ乳酸とナノウィスカーとの複合につ

図４ STFI で開発した技術により製造さ

れたセルロースナノファイバーバー：

500nm。 

ポリ乳酸
  ＋ナノウィスカ
ー 
  ＋パルプ 
  ＋木粉  

図５ 種々の植物系エレメントとポリ乳酸

の二軸混練機による複合化 

 

図３ バイオナノファイバーの製造と利用に

関するスウェーデン・フィンランド共同

研究の体制とサブプロジェクト内容 
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いて研究を進めている 54-57)。セルロースナノコンポジットの実用化に主眼を置き、二軸混

練機を用いた製造技術の研究を精力的に行っている。論文を読む限りにおいては、ナノコ

ンポジットの特性が十分に現れた複合材料は得られていないが（図５）、Oksman 教授はア

メリカ化学会の年次大会でセルロースナノコンポジットの特別セッションを、後述するカ

ナダ、トロント大学の Sain 教授とオーガナイズ

したり、関連書籍を出版したりと、情熱を持っ

てセルロースナノコンポジットの研究に取り組

んでおり、世界的な研究者ネットワークの中で、

多くの研究者との共同研究を通じて、セルロー

スナノコンポジットの実用化に途を開く二軸混

練技術を世界に先駆け開発する可能性がある。  
ヨーロッパでは、近年、スイス、ポルトガル、

オーストリア、ドイツといった国々からも研究

発表が相次いでいる 58-64)。そのうち、スイス連

邦材料試験研究所(EMPA)の Zimmerman 博士ら

のグループでは、水酸基を有しセルロースとな

じみの良いポリビニールアルコール (PVA)とセ

ルロースナノファイバーとの複合化に

ついて検討し、10%のナノファイバー

添加で、破壊ひずみをあまり低下させ

ることなく、PVA の強度が 40MPa から

60MPa まで増大することを示している

（図６）。フィラーであるセルロースと

マトリクスとの界面制御が重要なテー

マであることを示す報告である。  
欧州では植物資源利用に対する自動車

産業の意識は高く、現在は、麻・ジュ

ートなど植物繊維とポリマーの複合材

料開発が中心であるが、今後は、より

高性能のセルロースナノコンポジット

に関心が集まることは間違いないであ

ろう。  
 

6.3.2 北米の研究状況  
研究グループの数においては北米の

急増が目覚ましい。研究者コミュニテ

ィ形成に向けた国際シンポジウムが多

く開催されるなど、この分野を北米で

リードしようとする動きがある（図７）。

しかし、個々の研究については、論文

や特許が公開されるまでのタイムラグ

図８ バクテリアセルロース由来のナノウィスカーを

trimethylsilylate 処 理 し て 、 Cellulose 

acetatebutyrateを補強（0-10 wt%）。マトリック

スとの相互作用の増大とともに、シリル化ウィス

カーがCABの核剤となっていることを確認。無

処理ウィスカーでは核剤の効果は認められず。

図７ TAPPI（北米紙・パルプ技術協会）が2006年4

月にアトランタで開催した林産物産業における

ナノテクノロジーに関する国際会議。世界中か

ら研究者が集まった。  

図６ セルロースナノファイバーで補強した

PVA の引張変形挙動 

541



があり、実際のところがなかなか表に見えてこない。潜行して開発研究、特許出願がなさ

れている可能性がある。  
北米における BNF 研究の多くは、植物繊維や木材粉末をポリプロピレンなどの熱可塑性

樹脂と溶融混練する複合材料研究の発展として行われており、極性材料であるセルロース

とポリプロピレンなど非極性の樹脂との界面制御技術には多くの蓄積がある。自動車産業

との関係が深いトロント大学の Sain 教授は、植物繊維補強材料の延長としてセルロースナ

ノコンポジットの開発研究を精力的に進めている 65-67)。また、ニューヨーク・シラキュー

ス大学の Winter 博士は表面を化学修飾したセルロースナノウィスカーを用いたナノコンポ

ジットの開発を進めており（図８） 68)、昨年、日本の新聞で、米国の環境保護省のナノテ

クノロジー関連プログラムとして、「セルロースナノ粒子で補強したエコ複合材料」の開発

を行っていることが報じられていた。環境保護省という人の健康にとりわけ敏感な部署が、

セルロースのナノ粒子に関する材料開発を認めたということは注目に値する。それ以外に

も、近年は多くの北米の研究者あるいはアルゼンチンの研究者がセルロースナノウィスカ

ーの研究に関する論文を発表するようになっており 69-72)、学会やシンポジウム等での発表

まで含めると、関連する研究者はかなりの数にのぼると思われる。  
 

6.3.3 我が国の研究状況 73-85) 
この様な状況において、バイオナノファイバーに

関する我が国の研究レベルは決して負けていない。

例えば、矢野らは、世界に先駆け高強度ナノコンポ

ジットや透明繊維強化材料を開発している 73-84)。  
クラフトパルプをナノファイバーまで解繊したミ

クロフィブリル化セルロース（図９ MFC。BNF と

同義）をシート化し、そこにフェノール樹脂（PF）
を 10-20%複合後、積層成型した MFC-PF 複合成型物

は、400MPa 近くの曲げ強度を示す（曲げヤング率

は 20GPa）。これは、軟鋼やマグネシウム合

金に匹敵する値である。MFC コンポジット

の密度は約 1.5g/cm3 で鋼鉄の 1/5 なので、

植物繊維をナノ化し、セルロースナノファ

イバーとして利用することで、鋼鉄の１／

５の軽さで鋼鉄と同等の曲げ強度を有する

材料が得られるといえる。  
MFC10%濃度のスラリーに酸化デンプン

をバインダーとして 2％添加し、脱水後に

熱圧すると (MFC-Starch)、曲げヤング率は

12.5GPa にまで低下するが、破壊ひずみが

大きくなり、曲げ強度は 320MPa に到達す

る。また、MFC とバイオベースの熱可塑性

樹脂であるポリ乳酸の繊維 (PLA)を水中で

混抄し（MFC と PLA の重量比は 7:3）、成

膜後、積層熱圧すると、成型物 (MFC-PLA)
の曲げヤング率、曲げ強度が、それぞれ
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図１０ ミクロフィブリル化セルロース成形材

料と他材料の強度特性比較 

1μm 

図９ ミクロフィブリル化セルロース

(MFC) 高圧ホモジナイザーでパ

ルプをナノファイバー化。 
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17.5GPa および 270MPa に達する（図１０）。これは、ガラス短繊維で補強した繊維強化材

料(GFRP)の倍以上の強度である。加えて本材料はリサイクルも容易である。  
ポリ乳酸と MFC との複合化については、混練によるコンパウンド化についても検討を進

めている。ポリ乳酸を溶媒に溶かし、そこに MFC を添加

してポリ乳酸中に均一分散後、混練して得たコンパウンド

の熱圧シートでは、少量の MFC 添加で引張強度が約 1.4
倍にまで増大する（図１１、未発表）。また、軟化点以上

での弾性率低下が大きく抑制されることも明らかになっ

ている。  
また、セルロースナノファイバーを高濃度のアルカリで

処理（マーセル化）すると、MFC-PF 複合成型物の破壊ひ

ずみが飛躍的に増大し、破壊までの仕事量が大きくなるこ

とを見いだした（図１２、未発表）。これはセルロースナ

ノファイバーの表面修飾だけでなく、結晶および非晶構造

を変化させることによってもナノコンポジットの強度特性を大きく向上出来ることを世界

で始めて示した研究であり、今後、セルロースナノファイバーの化学変成を考える上で重

要な知見といえる。  
矢野らは安価なバイオナノファイバー製造についても精力的に研究を進めている。現在、

高圧ホモジナイザーを用いて解繊したセルロースナノファイバーが、食品添加剤やパルプ

添加剤として製造、販売されている。高品質のナノファイバーではあるが、販売量が少な

いこともあり、価格は乾燥重量で 5000 円 /kg 前後であり、汎用の複合材料用繊維として利

用することはできない。矢野は、リファイナーによりパルプの外層を傷つけておくと、吸

水後、混練することでナノファイバーレベルまで解繊できることを見いだし（図１３、未

発表）、その知見を基に、経済産業省の地域新生コンソーシアム研究開発による企業との共

同研究において２軸混練機を用いた解繊処理技術について開発研究を行った。現時点で 400
円 /kg 程度でパルプをナノファイバー化する技術の目途が立ちつつある。  

さらに、セルロースナノコンポジットの実用化においては、製造コストとナノファイバ

ーの品質のバランスを考えた原材料選びが重要である。そこで、木材パルプ以外に、例え

ば、ジャガイモのデンプン絞りカスや焼酎カスといった農産廃棄物や産業廃棄物からのナ

図１３ 混練法によるナノファイバ

ーと高圧ホモジナイザーに

よるナノファイバーの比較 

図１５ セルロースナノファイバー(MFC)による

ポリ乳酸の補強 
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ノファイバー製造について研究を行っている。  
我が国の注目すべき研究としては、ナノファイバー製造に関する東京大学、磯貝教授ら

の研究グループの研究がある。これまでに、斉藤らは TEMPO 酸化により均一ナノファイ

バーの製造に成功している 85)。TEMPO 酸化処理したパルプは、乾燥後であっても水を加え

ミキサーで粉砕すると、極めて簡単に均一なナノファイバーが得られる。また、カルボキ

シル基の導入によりナノファイバー同士が反発し、凝集が防げる点も、ポリマー中での均

一分散に関して重要な特性といえる。  
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6.3 文献調査  
バイオナノファイバーおよびナノウィスカーの製造およびそれを用いた複合材料につい

ては、これまでに約 80 の論文が発表されているが、そのうち６割弱が 2004 年以降の論文

であり、急激にＢＮＦに関する研究が活発になっている（図１）。それらの論文の内容を精

査したところ、以下のことが明らかになった。  
欧州ではセルロースナノウィスカー(ＢＮＦをさらに切断した針状結晶物質）によるナノ

コンポジット研究が盛んである。1995 年頃からフランス、CERMAV の研究者グループが、

セルロースナノウィスカーとラテックスの複合（ウィスカー量：3-10wt％）を行い、これ

までに 50 近い論文発表がなされている。多くは、柔らかなマトリックスを剛直なナノウィ

スカーのネットワークで補強するという考えに基づくもので、パーコレーション理論の適

用可能な複合材料である。用途としては塗膜や生分解性フィルム、あるいはリチウムバッ

テリー固体電解質の補強がある。ウィスカー原料として、チュニシン（ホヤの外皮）や麦

ワラ、砂糖ダイコンパルプ、ポテトパルプといった農産廃棄物、ウチワサボテン（Opuntia 
ficus）やサイザル麻の繊維などが使われている。  

2000 年に入ってからは、Oksman 教授（ノルウェーからスウェーデンに移った）が、ガ

スバリア性に優れた廃棄容易な容器の開発を目指して、ポリ乳酸とナノウィスカーとの複

合について開発研究を進めている。それ以外にも、近年、スイス、ポルトガル、オースト

リア、ドイツといった国々からも研究発表が相次いでいる。  
一方、研究グループの数においては北米の急増が目覚ましく、論文も 2004 年頃から増え

ている。北米における BNF 研究の多くは、植物繊維や木材粉末をポリプロピレンなどの熱

可塑性樹脂と溶融混練する複合材料研究の発展として行われており、極性材料であるセル

ロースと非極性の樹脂との界面制御技術には多くの蓄積がある。自動車産業との関係が深

いトロント大学の Sain 教授は、植物繊維補強材料の延長としてセルロースナノコンポジッ

トの開発研究を精力的に進めている。また、ニューヨーク・シラキュース大学の Winter 博
士は表面を化学修飾したセルロースナノウィスカーを用いたナノコンポジットの開発を進

めている。それ以外にも、近年は多くの北米の研究者あるいはアルゼンチンの研究者がセ

ルロースナノウィスカーの研究に関する論文を発表するようになっている。  
この様な欧米諸国の論文発表状況に対して我が国も負けていない。例えば、調査員の矢

野らは、世界に先駆け高強度ナノコンポジットや透明繊維強化材料を開発している。また、

斉藤らは TEMPO 酸化により均一ナノファイバーの製造に成功している。  

550



 

All Cellulose 
Nanocomposites

1995 20061996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

CERMAV, France

1987

Whiskers
Chalmers Uni., 

Sweden
Percolation

POE, 
Electrolytes

Nanofiber
Case Western 

Reserve Uni., USA

Nova de Lisboa Univ.,
Portugal

EMPA,Swis
s

Polymer-rich Cellulose Nanocomposites Trondheim
Univ., Norway

Toronto Univ., 
Canada

PP

USDA, USA

BOKU, Austria
Kobe Univ., Japan

Argentina

Nanofiber-rich 
Cellulose Nanocomposites

Transparent Cellulose 
Nanocomposites

EFPG-INPG, France

Conductivity

Kyoto Univ., Japan

Kyoto Univ., 
Japan

Tokyo Univ., 
Japan

SUNY, USA

図１ バイオナノファイバーおよびナノウィスカーの製造とその利用に関係する論文発表の推移。

● 、★などのシンボル１つが論文一報に対応。●：フランス、グルノーブルグループのナノウ

ィスカー関連論文、●：同ナノファイバー関連論文、▲：グルノーブルグループ、日本以外の

ナノウィスカー関連論文、◆：グルノーブルグループ、日本以外のナノファイバー関連論文、

★：日本のナノファイバー関連論文 

551



6.3.1 ヨーロッパの研究状況  
ヨーロッパではセルロースナノウィスカー(ＢＮＦを強酸で切断した針状結晶物質）によ

るナノコンポジット研究が盛んである 1-3)。この背景には、豊田中央研究所が世界に先駆け

て開発したナノクレーコンポジットの影響があるように思われる。すなわち、研究の発想

がナノクレーコンポジットに近い。  
セルロース系ナノコンポジットの基礎研究についてはフランスが世界のトップにある。フ

ランス、グルノーブルにある研究者グループ(CERMAV、他) は、1995 年頃に、セルロース

ナノウィスカーとラテックスの複合（ウィスカー量：3-10wt％）研究を行い、これまでに

50 近い論文を発表している 4-52)。多くは、柔らか

なマトリックスを剛直なナノウィスカーのネット

ワークで補強するという考えに基づくもので、パ

ーコレーション理論の適用可能な複合材料である

（図１）。用途としては塗膜や生分解性フィルム、

あるいはリチウムバッテリー固体電解質の補強が

ある。ウィスカー原料として、チュニシン（ホヤ

の外皮）や麦ワラ、砂糖ダイコンパルプ、ポテト

パルプといった農産廃棄物、ウチワサボテン

（Opuntia ficus）やサイザル麻の繊維などが検討さ

れている。  
最近注目される CERMAV グループの研究成果

に、セルロースナノウィスカーによる iPP(アイソ

タクティックポリプロピレン)の補強がある。ポリ

プロピレンは多くの自動車部材に用いられている

代表的な熱可塑性樹脂であり、ナノコンポジット

によるその性能向上は産業界が特に注目している

ところである。論文では、界面活性剤 (BNA, 
polyoxyethylene-9-nonylphenyl ether)でコーティン

グしたウィスカーやマレイン酸変性 PP をグラフ

トしたウィスカーを用いると、ウィスカーが iPP

中で良分散し、強度が向上することが明

らかにされている（図２）。ポリマー中で

の均一分散を可能にする添加剤やセルロ

ース表面修飾がナノコンポジット開発の

鍵 で あ る こ と が わ か る 。 こ れ ま で 、

CERMAV グループの研究者は、ナノウィ

スカーを分散させやすい水系のポリマー

やエマルジョンを用いてきたが、ここに

来てより実用的な観点からナノコンポジ

ット研究に着手したことは、知財競争に

おいて、世界のセルロースナノコンポジ

図１ セルロースナノウィスカー（上）

で補強したラテックスの粘弾

性特性（下） 

MAPP grafted Whiskers 

界面活性剤 coated Whiskers 

凝集 Whiskers 

図２ セルロースナノウィスカー補強 iPP

の強度特性。 
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ット研究が、今後激化することを示唆するもので

ある。  
一方、研究体制では北欧がリードしている。「森

林資源利用でのナノテクノロジー」として製紙産

業が主導してすでに複数のプロジェクトが立ち上

がっており（スウェーデン）、その代表的なプロジ

ェクトが、スウェーデンとフィンランドが共同で

行っているプログラム（Wood Material Science 
Research Program、５年間、３０億円）において、

STFI-PACKFORSK（スウェーデン紙パルプ研究

所）  の Lindstrom 教授がリーダーとなっている 

“Nanostructured cellulose produscts”プロジェクト

である 53)。本プロジェクトは、６つのサブプロジ

ェクト、すなわち、１）ナノ化装置、２）表面修

飾と構造評価、３）機能化繊維コーティング、４）

高性能ナノコンポジット、５）機能性材料、６）

超撥水性セルロース材料から構成され（図３）、

2004 年に開始している。主たる目標は、１）構造

（アスペクト比、分子量、形態、表面化学特性）

の明らかなミクロフィブリル化セルロース

（MFC）を、木材から少ないエネルギー投入で

製造する（図４）、２）用途に応じた MFC 表面

の化学修飾、３）MFC を用いた新素材開発、で

ある。プログラムのホームページ上で明らかに

されている成果からは、フィルム・シート用途

が主体であるように思われる。本プロジェクト

は 2006 年に終了するが、得られた成果を発展さ

せるべく、すでに 2005 年にはより大きなプロジ

ェクトの立ち上げに向けたロードマップが

STFI-PACKFORSK の主導で作成されている。

スウェーデンは、製紙産業が国の基幹産業で

あることから、セルロース科学は我が国と並

んで世界のトップを走っており、今後も STFI
ならびに KTH の研究者グループの動向から

は目を離せられない。  
上記のグループとは独立した研究者として、

スウェーデン、Lulea 工科大学の Oksman 教授

（最近ノルウェーからスウェーデンに移っ

た）がいる。2000 年に入ってから、ガスバリ

ア性に優れた廃棄容易な容器の開発を目指し

て、ポリ乳酸とナノウィスカーとの複合につ

図４ STFI で開発した技術により製造さ

れたセルロースナノファイバーバー：

500nm。 

ポリ乳酸
  ＋ナノウィスカ
ー 
  ＋パルプ 
  ＋木粉  

図５ 種々の植物系エレメントとポリ乳酸

の二軸混練機による複合化 

 

図３ バイオナノファイバーの製造と利用に

関するスウェーデン・フィンランド共同

研究の体制とサブプロジェクト内容 
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いて研究を進めている 54-57)。セルロースナノコンポジットの実用化に主眼を置き、二軸混

練機を用いた製造技術の研究を精力的に行っている。論文を読む限りにおいては、ナノコ

ンポジットの特性が十分に現れた複合材料は得られていないが（図５）、Oksman 教授はア

メリカ化学会の年次大会でセルロースナノコンポジットの特別セッションを、後述するカ

ナダ、トロント大学の Sain 教授とオーガナイズ

したり、関連書籍を出版したりと、情熱を持っ

てセルロースナノコンポジットの研究に取り組

んでおり、世界的な研究者ネットワークの中で、

多くの研究者との共同研究を通じて、セルロー

スナノコンポジットの実用化に途を開く二軸混

練技術を世界に先駆け開発する可能性がある。  
ヨーロッパでは、近年、スイス、ポルトガル、

オーストリア、ドイツといった国々からも研究

発表が相次いでいる 58-64)。そのうち、スイス連

邦材料試験研究所(EMPA)の Zimmerman 博士ら

のグループでは、水酸基を有しセルロースとな

じみの良いポリビニールアルコール (PVA)とセ

ルロースナノファイバーとの複合化に

ついて検討し、10%のナノファイバー

添加で、破壊ひずみをあまり低下させ

ることなく、PVA の強度が 40MPa から

60MPa まで増大することを示している

（図６）。フィラーであるセルロースと

マトリクスとの界面制御が重要なテー

マであることを示す報告である。  
欧州では植物資源利用に対する自動車

産業の意識は高く、現在は、麻・ジュ

ートなど植物繊維とポリマーの複合材

料開発が中心であるが、今後は、より

高性能のセルロースナノコンポジット

に関心が集まることは間違いないであ

ろう。  
 

6.3.2 北米の研究状況  
研究グループの数においては北米の

急増が目覚ましい。研究者コミュニテ

ィ形成に向けた国際シンポジウムが多

く開催されるなど、この分野を北米で

リードしようとする動きがある（図７）。

しかし、個々の研究については、論文

や特許が公開されるまでのタイムラグ

図８ バクテリアセルロース由来のナノウィスカーを

trimethylsilylate 処 理 し て 、 Cellulose 

acetatebutyrateを補強（0-10 wt%）。マトリック

スとの相互作用の増大とともに、シリル化ウィス

カーがCABの核剤となっていることを確認。無

処理ウィスカーでは核剤の効果は認められず。

図７ TAPPI（北米紙・パルプ技術協会）が2006年4

月にアトランタで開催した林産物産業における

ナノテクノロジーに関する国際会議。世界中か

ら研究者が集まった。  

図６ セルロースナノファイバーで補強した

PVA の引張変形挙動 
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があり、実際のところがなかなか表に見えてこない。潜行して開発研究、特許出願がなさ

れている可能性がある。  
北米における BNF 研究の多くは、植物繊維や木材粉末をポリプロピレンなどの熱可塑性

樹脂と溶融混練する複合材料研究の発展として行われており、極性材料であるセルロース

とポリプロピレンなど非極性の樹脂との界面制御技術には多くの蓄積がある。自動車産業

との関係が深いトロント大学の Sain 教授は、植物繊維補強材料の延長としてセルロースナ

ノコンポジットの開発研究を精力的に進めている 65-67)。また、ニューヨーク・シラキュー

ス大学の Winter 博士は表面を化学修飾したセルロースナノウィスカーを用いたナノコンポ

ジットの開発を進めており（図８） 68)、昨年、日本の新聞で、米国の環境保護省のナノテ

クノロジー関連プログラムとして、「セルロースナノ粒子で補強したエコ複合材料」の開発

を行っていることが報じられていた。環境保護省という人の健康にとりわけ敏感な部署が、

セルロースのナノ粒子に関する材料開発を認めたということは注目に値する。それ以外に

も、近年は多くの北米の研究者あるいはアルゼンチンの研究者がセルロースナノウィスカ

ーの研究に関する論文を発表するようになっており 69-72)、学会やシンポジウム等での発表

まで含めると、関連する研究者はかなりの数にのぼると思われる。  
 

6.3.3 我が国の研究状況 73-85) 
この様な状況において、バイオナノファイバーに

関する我が国の研究レベルは決して負けていない。

例えば、矢野らは、世界に先駆け高強度ナノコンポ

ジットや透明繊維強化材料を開発している 73-84)。  
クラフトパルプをナノファイバーまで解繊したミ

クロフィブリル化セルロース（図９ MFC。BNF と

同義）をシート化し、そこにフェノール樹脂（PF）
を 10-20%複合後、積層成型した MFC-PF 複合成型物

は、400MPa 近くの曲げ強度を示す（曲げヤング率

は 20GPa）。これは、軟鋼やマグネシウム合

金に匹敵する値である。MFC コンポジット

の密度は約 1.5g/cm3 で鋼鉄の 1/5 なので、

植物繊維をナノ化し、セルロースナノファ

イバーとして利用することで、鋼鉄の１／

５の軽さで鋼鉄と同等の曲げ強度を有する

材料が得られるといえる。  
MFC10%濃度のスラリーに酸化デンプン

をバインダーとして 2％添加し、脱水後に

熱圧すると (MFC-Starch)、曲げヤング率は

12.5GPa にまで低下するが、破壊ひずみが

大きくなり、曲げ強度は 320MPa に到達す

る。また、MFC とバイオベースの熱可塑性

樹脂であるポリ乳酸の繊維 (PLA)を水中で

混抄し（MFC と PLA の重量比は 7:3）、成

膜後、積層熱圧すると、成型物 (MFC-PLA)
の曲げヤング率、曲げ強度が、それぞれ
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図１０ ミクロフィブリル化セルロース成形材

料と他材料の強度特性比較 

1μm 

図９ ミクロフィブリル化セルロース

(MFC) 高圧ホモジナイザーでパ

ルプをナノファイバー化。 
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17.5GPa および 270MPa に達する（図１０）。これは、ガラス短繊維で補強した繊維強化材

料(GFRP)の倍以上の強度である。加えて本材料はリサイクルも容易である。  
ポリ乳酸と MFC との複合化については、混練によるコンパウンド化についても検討を進

めている。ポリ乳酸を溶媒に溶かし、そこに MFC を添加

してポリ乳酸中に均一分散後、混練して得たコンパウンド

の熱圧シートでは、少量の MFC 添加で引張強度が約 1.4
倍にまで増大する（図１１、未発表）。また、軟化点以上

での弾性率低下が大きく抑制されることも明らかになっ

ている。  
また、セルロースナノファイバーを高濃度のアルカリで

処理（マーセル化）すると、MFC-PF 複合成型物の破壊ひ

ずみが飛躍的に増大し、破壊までの仕事量が大きくなるこ

とを見いだした（図１２、未発表）。これはセルロースナ

ノファイバーの表面修飾だけでなく、結晶および非晶構造

を変化させることによってもナノコンポジットの強度特性を大きく向上出来ることを世界

で始めて示した研究であり、今後、セルロースナノファイバーの化学変成を考える上で重

要な知見といえる。  
矢野らは安価なバイオナノファイバー製造についても精力的に研究を進めている。現在、

高圧ホモジナイザーを用いて解繊したセルロースナノファイバーが、食品添加剤やパルプ

添加剤として製造、販売されている。高品質のナノファイバーではあるが、販売量が少な

いこともあり、価格は乾燥重量で 5000 円 /kg 前後であり、汎用の複合材料用繊維として利

用することはできない。矢野は、リファイナーによりパルプの外層を傷つけておくと、吸

水後、混練することでナノファイバーレベルまで解繊できることを見いだし（図１３、未

発表）、その知見を基に、経済産業省の地域新生コンソーシアム研究開発による企業との共

同研究において２軸混練機を用いた解繊処理技術について開発研究を行った。現時点で 400
円 /kg 程度でパルプをナノファイバー化する技術の目途が立ちつつある。  

さらに、セルロースナノコンポジットの実用化においては、製造コストとナノファイバ

ーの品質のバランスを考えた原材料選びが重要である。そこで、木材パルプ以外に、例え

ば、ジャガイモのデンプン絞りカスや焼酎カスといった農産廃棄物や産業廃棄物からのナ

図１３ 混練法によるナノファイバ

ーと高圧ホモジナイザーに

よるナノファイバーの比較 

図１５ セルロースナノファイバー(MFC)による

ポリ乳酸の補強 
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ノファイバー製造について研究を行っている。  
我が国の注目すべき研究としては、ナノファイバー製造に関する東京大学、磯貝教授ら

の研究グループの研究がある。これまでに、斉藤らは TEMPO 酸化により均一ナノファイ

バーの製造に成功している 85)。TEMPO 酸化処理したパルプは、乾燥後であっても水を加え

ミキサーで粉砕すると、極めて簡単に均一なナノファイバーが得られる。また、カルボキ

シル基の導入によりナノファイバー同士が反発し、凝集が防げる点も、ポリマー中での均

一分散に関して重要な特性といえる。  
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７. 成果の活用 

国家プロジェクトの提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安価なナノファイバー製造法を発明し、構造用途に特化

関連技術の早急な権利化。今なら世界で勝てる！！

複合材料の基礎研究ではフランスが世界トップ。研究体制は北欧がリード。 「森林資源利用でのナノテクノロジー」として製

紙産業主導ですでに複数のプロジェクトを立ち上げ（スウェーデン）。フィルム・シート用途が主体。ヨーロッパ全体でロード
マップを策定し活発な議論を行うなど、ナノファイバー研究機運の急激な高まり。

ヨーロッパ

植物系ナノ材料開発研究の動向と日本の優位性植物系ナノ材料開発研究の動向と日本の優位性

現地調査による現状分析

研究者数が急増。個別に活発な研究。植物繊維材料、界面制御技術に多くの蓄積。研究者コミュニティ形成に向けた国際
シンポジウムが多く開催されるなど、北米でこの分野をリードしようとする動きがある。しかし、訪問調査（面談）では詳細を
語らず。潜行して開発研究、特許出願を進めている可能性有り。

北米

日本の優位性

紙・パルプ産業や林産物産業におけるナノテクノロジーとして着目。ナノファイバー、ナノウィスカーは高価。すぐに安価な他材
料に置き換えられる。したがって、セルロースナノエレメントならではの高付加価値化が必須。クレーナノコンポジット(600円/kg)
と競合。できれば少量添加で優れた効果。ナノエレメントリッチの構造用途という概念はない。

欧米での植物系ナノエレメント、材料の認識

新規ナノファイバー製造技術開発と構造用途の基礎研究で世界をリード。世界トップのセルロース科学に強み。化学産業と
製紙産業の垂直連携で汎用構造用途バイオナノ繊維、バイオナノ繊維ポリマーコンポジットの安価な供給ならびに関連特
許取得を目指す。

日本

植物のナノ収束繊維構造を活用した超高性能汎用複合材料
創製の基盤技術開発

【目的】

○鋼鉄を凌駕する超高性能汎用複合材料（安くて軽くて高強度）を創製する。

○ナノ植物繊維の安定した高生産性の製造方法を開発する。

○ナノ植物繊維の化学修飾技術と分散・配向制御技術を確立し、多様なポリ
マーとのコンポジット化による超高性能を発現させる基盤技術を開発する。

ポテンシャルを有する企業等ポテンシャルを有する企業等

京都大学，東京大学、近畿大学、神戸大学、神戸女子大学

（独）産業技術総合研究所、京都市産業技術研究所

民間企業 26社
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プロジェクトの概要プロジェクトの概要

植物のナノ収束繊維構造を効率良く高強度ナノ繊維として取り出し、植物由来の

低環境負荷、安心･安全、リニューアブル、サステイナブルなナノ繊維を大量に安

価に供給する技術を世界に先駆けて確立し、軽量・高強度の複合材料の実用

化・普及を大幅に促進し、わが国の国際競争力強化に貢献する。

研究開発課題（目的達成のための技術課題）

①ナノ植物繊維の安定した高生産性製造方法の開発

・ナノ繊維化工程における単離エネルギーを大幅に削減する。

・繊維の形状因子（径・収束数、長さ）制御及び評価技術を確立する。

②ナノ植物繊維の化学修飾による表面性能制御技術の開発

・化学変性により繊維化エネルギーを低減する。

・共有結合形成、表面吸着制御による相溶性の制御技術を確立する。

③ナノ植物繊維含有ポリマーコンポジットの超高性能発現の基盤技術確立

・ナノおよびネットワーク構造などの分散・配向制御技術を確立する。

・分散性評価技術、界面評価技術を確立し、超高性能機能発現機構を究明する。

研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

○将来の化石原料枯渇問題や二酸化炭素削減などから、循環可能な資源
への代替が求められている。

○最近、京都大学において、効率の良い植物ナノ繊維化技術が開発され、
鋼鉄のように強い繊維強化材料や透明ナノ材料等、構造材料としての優れ
た特徴が見出されている。

○一般的に、ナノ繊維を利用したポリマーコンポジット材料は、軽量、高強
度であり、例えば自動車用外板に利用することで軽量化、燃費向上が図れ
るなど、経済性と地球環境への貢献の両方のメリットがある。

しかしながら、ナノ繊維自身の生産性、供給性、コスト、さらには安全性な

どの課題がある。

○植物繊維は多くの可能性を秘めている材料であるが、未だに、未知の部
分が多く、研究開発の対象となっている。北米、欧州において国家的規模で
の研究開発活動が活発化している。
○本プロジェクトでは、ナノ植物繊維の合理的製造方法を確立すると共に、

ナノ繊維含有ポリマーコンポジットの基盤技術を確立することによって、軽量、
超高強度で、汎用性の有る安全な持続型材料を求める国家のニーズに答
える。
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実用化への道筋・展開等実用化への道筋・展開等

化学変性

・原料依存性のない安定した

高生産性製造方法の開発

（固形分：単離エネルギー）

・ナノおよびネットワーク構造を活かした

分散・配向制御技術の開発

（表面処理、ｉｎ ｓｉｔｕ重合、含浸）

・ナノ植物繊維の化学修飾による表面性能制御技術の開発

分散・配向評価技術、界面評価技術
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・ナノおよびネットワーク構造を活かした

分散・配向制御技術の開発

（表面処理、ｉｎ ｓｉｔｕ重合、含浸）

・ナノ植物繊維の化学修飾による表面性能制御技術の開発

分散・配向評価技術、界面評価技術

改質

原料
ナノ植物
繊維

・単独

・ﾏｽﾀｰ

ﾊﾞｯﾁ

原料

・木材パルプ

・古紙

・農業廃棄物

ポリマーポリマー

解

繊

解

繊

ポ
リ
マ
ー
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

超
高
性
能
の
発
現
検
証
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適用事例と応用分野適用事例と応用分野適用事例と応用分野適用事例と応用分野

○自動車材料

構造部材（垂直、水平部材）、機構部品、内装部品、伝導ベルトフロッキング、
研磨材、ブレーキパッド、窓ガラスなど

航空機、船舶、列車の部材への応用展開が可能

○電気・電子材料

筐体（ＯＡ、モバイル、携帯電話)、基板(電子ボード）、精密機構部品（光学ピッ
クアップ）、フィルム（ｷｬﾊﾟｼﾀ用ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ 太陽電池)、ロボット

○ハウジング用構造材料

ＦＲＰ（浴室・トイレ）、壁材、コンクリート補強材、風力発電（羽根）、海洋構造物

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

○その他機能材料

ＨＤＤ基板、インクジェット用塗料、低密度成形体、フィルター、分離膜、人工骨、
保湿剤・増粘剤（化粧品)、防弾チョッキなど
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技術ロードマップとの関連技術ロードマップとの関連

概算予算と研究期間：

70億円/5年間

概算予算と研究期間：

70億円/5年間

ナノ ： 革新的機能を発現するナノスケールの構造制御技術・物質、
および実用化の開発
３Ｒ ： 循環資源の用途拡大
部材 ： 環境負荷低減部材（構造材）

自動車用部材（軽量車体、リサイクル車体）
建設用部材（建設部材）

ナノ計測

7経費

製造28億、変性4億、複合8億40設備

研究者30名23人件費

概要予算（億円）

7経費

製造28億、変性4億、複合8億40設備

研究者30名23人件費

概要予算（億円）

（見積もり諸元）
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